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オープン（公開）でフリー（利用が無償）な電子書籍の交換フォーマットにより、
 コンテンツ・サービス提供者： コンテンツ提供のコストが削減され、対応端末数が増加し、販売機会・収益が増大する。

「電子書籍交換フォーマット標準化プロジェクト」
代表組織：一般社団法人日本電子書籍出版社協会
共同提案者：学校法人東京電機大学、大日本印刷株式会社、凸版印刷株式会社、慶昌堂印刷株式会社、豊国印刷株式会社

株式会社ボイジャー、シャープ株式会社、シャープビジネスコンピュータソフトウェア株式会社

ンテンツ サ ビス提供者： ンテンツ提供の ストが削減され、対応端末数が増加し、販売機会 収益が増大する。
 サービス利用者： コンテンツが増加し、かつスピーディーに入手できる。どの端末でも区別なく、全てのコンテンツが閲覧できる。
 メーカー・技術ベンダー： 異なるコンテンツに合わせて複数のビューアを供給・搭載する必要がなくなり開発コストが削減できる。
→ オープン規格を中心として新規参入・自由競争が喚起され、市場拡大が加速する。

紙書籍

新規作成

.book

市場拡大

オープン＆フリー規格

印刷データ

XMDF

EPUB etc.

市場拡大
電子書籍

交換フォーマット

既存電子書籍 新規参入と自由競争が導く
様々な高効率電子化ツール

低コストの実現

各種電子書籍配信フォーマットに交換
IEC(国際標準)へ
JIS(国内標準)へ

→ 低コストの実現

従来の電子書籍現状：
電子書籍交換フ マ トが

・コンテンツが少なく、
なかなか入手でき
ない。

フォーマット電子書籍交換フォーマットが
ないために…

・対応した端末が
少ない。

・コストが安くならない。

必ずしも交換できる
とは限らない…

いちいち作成…
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プロジェクト概要

オープン・フリー（誰もが無料で利用）かつ十分な日本語表現

力を備えた電子書籍交換フォーマットを開発・策定する。電子

書籍に関わる出版社、制作会社、メーカーにとっては、今まで

より容易に電子書籍、端末、リーダーを制作できる、読者におより容易 電子書籍、端末、リ ダ を制作できる、読者 お

いては豊富な電子書籍を手軽に楽しめる、これから始めたい

一個人や企業においても従来よりも大幅にハードルが下がり個人や企業においても従来よりも大幅にハ ドルが下がり

参入しやすくなる、など多方面にメリットを提供。
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なぜ電子書籍交換フォーマットが必要とされるのか
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プロジェクトの目的

電子書籍の市場が大きく伸長し、端末の販売が相電子書籍の市場が大きく伸長し、端末の販売が相
次ぐ今日。電子書籍コンテンツの生産性を向上し、さ
らに制作した電子書籍を多種多様なプラットフォーらに制作した電子書籍を多種多様なプラットフォ
ム・端末において利活用できる環境作りが求められ
ている。本プロジェクトは、このような状況において、ている。本プ ジ クトは、このような状況において、
日本語コンテンツの作成・蓄積を容易にし、かつ再
利用しやすい形で行うことのできる「電子書籍交換利用しやすい形で行う とのできる 電子書籍交換
フォーマット」を開発・策定し、その実証を行うことを
目的とする。加えて、その普及や国際標準化のため目的とする。加えて、その普及や国際標準化のため
の道筋をつけることも視野に入れる。
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実施体制

名 称 役 割

代表提案組織 一般社団法人日本電子書籍出版社協会 プロジェクト全体を統括する。

共同提案組織 学校法人東京電機大学 電子書籍の利用状況調査
フォーマット仕様の標準化

〃 大日本印刷株式会社 交換フォーマット仕様の評価・検証〃 大日本印刷株式会社 交換フォーマット仕様の評価・検証
相互変換ツールの評価・検証
フォーマット仕様の標準化

〃 凸版印刷株式会社 交換フォーマット仕様の評価・検証
相互変換ツールの評価・検証相互変換ツ ルの評価 検証
フォーマット仕様の標準化

〃 慶昌堂印刷株式会社 交換フォーマット仕様の評価・検証
相互変換ツールの評価・検証

〃 豊国印刷株式会社 交換フォーマット仕様の評価 検証〃 豊国印刷株式会社 交換フォーマット仕様の評価・検証
相互変換ツールの評価・検証

〃 株式会社ボイジャー フォーマット仕様策定
TTX←→交換フォーマット変換ツール開発
フォーマット仕様の標準化フォ マット仕様の標準化

〃 シャープ株式会社 フォーマット仕様策定
XMDF←→交換フォーマット変換ツール設計
フォーマット仕様の標準化

〃 シャ プビジネスコンピ タソフトウ ア株式会社 XMDF 交換フォ マ ト変換ツ ル開発〃 シャープビジネスコンピュータソフトウェア株式会社 XMDF←→交換フォーマット変換ツール開発
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プロジェクトの開発・実証内容

a) いろいろな端末／プラットフォームで利活用でき、十分な日

本語表現力を備えた、オープンかつフリーな、電子書籍交換
フォーマットを策定する。

b) 策定された電子書籍交換フォーマットに基づいて、実際に

コンテンツを作成し、既存の電子書籍フォーマットとの変換可コンテンツを作成し、既存の電子書籍フォ マットとの変換可
能性の実証。これにより電子書籍交換フォーマットが実用性
を持ち、十分な機能を持っていることを実証する。

c) 電子書籍交換フォーマットが、他国において排除されること

を防止し 我が国及び他国における政府調達で利用され得るを防止し、我が国及び他国における政府調達で利用され得る
ようにするため、国際標準に反映する活動を行う。
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プロジェクト実施工程

時期 ～2010/10 2010/11 2010/12 2011/1 2011/2 2011/3 2011/4～

プロジェクト開始 中間成果公開

現状調査

基本検討

仕様策定

▼β▼α ▼1.0▼β2

仕様策定

実証実験

フィードバック
改良

ツール開発

TTX/XMDF 交換F 変換 TTX XMDF ク ス変換

フィードバック 改良

TTX/XMDF⇔交換F 変換 TTX⇔XMDF クロス変換

報告書作成
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プロジェクトの成果

現状調査 電子書籍交換フォー
マット仕様策定

変換ツール開発

フィードバック

実証実験

フィードバック

フィードバック

成果物 概要

フィードバック

電子書籍フォーマットの現状調査報告 電子書籍フォーマットの国内外の状況や、電子書籍の利用環境を調査する。

電子書籍交換フォーマット 従来の電子書籍フォーマット（TTX,XMDF記述フォーマット)の機能を包含し、
ンテンツの長期利用に適したXMLフォ マ トコンテンツの長期利用に適したXMLフォーマット

電子書籍交換フォーマット仕様書 上記フォーマットの仕様書

検証用変換ツール 従来の電子書籍フォーマット(TTX,XMDF記述フォーマット)
上記電子書籍交換フォーマットとの間の双方向変換ツール上記電子書籍交換フォーマットとの間の双方向変換ツール

検証結果 上記変換ツールを用いた実証結果。
コンテンツ提供者/サービス提供者の側での利用可能性の実証結果。

国際標準化提案の準備 IEC TC100において、国際標準化の提案を進められるよう準備する。
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今後の成果展開について

当プロジェクトによって確立された電子書籍交換フォーマット当プロジェクトによって確立された電子書籍交換フォ マット
により、特定の端末に依存しない、コンテンツの長期的な利
用を可能にする。コンテンツ普及と端末普及との相乗効果に
より、電子出版物の蓄積及び利活用が促進され、市場が拡
大される。また、国際標準に、我が国で開発した電子書籍交
換フ トを反映させることで 政府調達でも 同フ換フォーマットを反映させることで、政府調達でも、同フォー
マットやそれに基づいた電子出版物を利活用することができ
る このような成果展開のためには プロジェクト終了後もる。このような成果展開のためには、プロジェクト終了後も、
各方面との協力や協議を行いつつ、環境整備、普及・標準化
活動が必要となることが見込まれる。引き続き、各方面のご
助力およびご指導を求めていきたい。
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交換フォーマットロードマップ

時期 交換フォーマット ツールなど 実証・普及

2010年度 • .book/XMDFの機能を包含 •TTX⇔交換F変換 •検証目的の変換
ツ ル•日本語ミニマムセット（≒両

者共通部分）を定義
•XMDF記述F⇔交換F変換

•EPUB2.0変換テーブル

ツール。

•テキスト機能を主
に実証。

年度 日本語表現対応最終版仕様 を交換 を通 ビジネ に向けた2011年度
前半

•日本語表現対応最終版仕様 •TTX⇔XMDFを交換Fを通
じて実現。

•どちらかにない機能につ
いては ログ/メッセ ジ

•ビジネスに向けた、
変換ツールのブ
ラッシュアップ。

いては、ログ/メッセージ
を出すか適切なものは代
替機能に置き変える。

2011年度 •国際標準に向けた（拡張）仕 •3rd パーティからツール供 •商用コンテンツを2011年度
後半

•国際標準に向けた（拡張）仕
様案

•国際標準化活動

•3rd パ ティからツ ル供
給開始（交換Fオーサリン
グツール、他フォーマット
への変換など）

•商用コンテンツを
交換Fで蓄積

2012年度
～

•交換F用ツールが普及

※現時点の予定であり、今後状況に応じて見直すことがあります。
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